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中央東農業振興センター嶺北農業改良普及所

農業経営能力の向上を目指して

～新規就農者等を対象としたパソコン簿記記帳研修会を開催～

確定申告に向けた手続きにつ
いて熱心に聞き入る生産者ら

9 月 29 日、新規就農者等の経営管理能力向上を目的として、第 1

回パソコン簿記記帳研修会を開催し、施設花きや雨除け果菜類の生

産者 4 人が参加しました。

研修会では、経営専門技術員から複式簿記の必要性や記帳の流れ

を説明し、参加者は持参したパソコンで収支等の実績入力を行いま

した。普及所の経営担当は参加者の習熟度に合わせて個別に指導し

ました。参加者からは「入力はある程度わかったので、自宅で少し

ずつ学んでいきたい」などの意見がありました。今後も研修会や個

別指導を行い、簿記を通じて自ら経営分析・改善できる生産者の育

成を支援していきます。

女性農業者等の能(農)力向上を目指して

～甘長トウガラシ栽培技術基礎勉強会を開催～

熱心に研修を受講する
女性農業者たち

９月 29 日、女性農業者等の能(農)力向上を目的として、（株）大

豊ゆとりファームに就農している女性農業者等を対象とした甘長ト

ウガラシの栽培管理の勉強会を開催し、７名のファーム職員が参加

しました。

勉強会では、参加者から雨よけハウスの開閉タイミング、収穫の

山谷を無くすための整枝・剪定管理技術等について質問がありまし

た。また、活発な意見交換が行われるなど、盛り上がりました。

今後普及所では、甘長トウガラシに発生する病害虫の予防、防除

方法、安全・安心のための GAP の実践等の勉強会を通して職員の能

力向上を目指します。

関係機関で連携して嶺北地域の農業を盛り上げます

～令和２年度第２回嶺北地域農林業振興連絡協議会農業部会～

今後の活動等を協議中の

部会員

10 月 2 日、行政、ＪＡや農業関係機関で組織する「嶺北地域農

林業振興連絡協議会（以下嶺振）農業部会」が普及所で開催され、

14 名が参加しました。

部会では嶺北産農産物の販売促進や担い手確保・研修など、令和 2

年度事業計画の実施状況を検討しました。普及所からは塩類集積、

土壌病害虫対策に有望な緑肥の利用や、地域の農地・農業を守る組

織間連携の仕組みづくり等について提起し、部会で支援することに

ついて意思決定されました。また、収入保険制度や新型コロナ感染

症支援策についても共有しました。

コロナ禍の影響により、部会活動の変更が余儀なくされる場面も

ありますが、普及所は部会の一員として、地域農林業の振興に努め

ていきます。



シキミ・サカキの振興に向けて ～嶺北地域シキミ・サカキ部会の開催～

生産状況･課題の情報共有

10 月 6 日、林業事務所は、地域のシキミ・サカキ生産の状況や課

題を共有するため、土佐町芥川でシキミ・サカキ部会を開催し、土

佐町職員や地域支援企画員など 12 名が参加しました。

生産者から、｢品質に優れ採花率の高い優良系統を拡大してきた。

品質の良い品物を出荷するには、定期的な防除と年 4 回の除草が必

要」と紹介がありました。森林技術センターの職員からは、効果的

な粒剤の施用など病害虫防除について説明があり、関係機関で情報

共有しました。

普及所では優良系統の生産拡大のため、さし木方法等の情報を今

後提供していきます。

よりよい農業を目指して ～GAP 第三者確認制度現地調査～

実施状況を確認中

10 月 8 日、JA 高知県れいほく園芸部は、ほ場 9 カ所、集出荷場、

事務局で、高知県 GAP 調査員による第三者確認制度の調査を受けま

した。

調査員は、ほ場と作業場の適正管理、作業者の安全確保と健康管

理等の項目について確認し、必要に応じて是正点を指示していまし

た。

生産者からは、「GAP に取り組むことで勉強になることが多い」「農

作業での改善に繋がっている」といった声が聞かれました。

今後普及所は、GAP の取組の向上・更なる拡大を目指し、JA と連

携して支援していきます。

嶺北産ユズを世界に！～ユズ輸出検討会を開催～

輸出検討会の様子

10 月 19 日、生産者代表、JA、町、普及所、県関係機関 9 人が参加

し、JA 高知県れいほく支所でユズ輸出検討会が開催されました。

EU への青果ユズ輸出に向けて、本年度の計画、出荷に伴う作業(消

毒、選別、箱詰め等)について協議しました。

普及所からは前年度発生した腐敗事故への対策の徹底、防除暦へ

の薬剤追加に向けた取組について説明しました。

新型コロナウイルスの影響で、本年度の輸出量は約 90kg（前年

492kg）と少なくなりましたが、参加者からは「嶺北産ユズの PR の

ために、高品質な青果ユズを海外に届けよう」という意気込みが聞

かれました。

普及所はこれからも、栽培技術などの情報を提供し、輸出拡大に

向けた活動を支援していきます。


